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◆ キーワード　ニヴフ／アイヌ／樺太／サハリン／異類婚譚

サ
ハ
リ
ン
口
承
文
学
の
地
域
差

丹 

菊　

逸 

治

一
、
は
じ
め
に

ニ
ヴ
フ
民
族
は
サ
ハ
リ
ン
島
北
半
部
全
域
か
ら
対
岸
の
大
陸
側
ア
ム
ー

ル
川
河
口
地
域
に
か
け
て
を
伝
統
的
居
住
地
域
と
し
て
き
た
。
人
口
は
約

五
五
〇
〇
人
。
同
地
域
で
は
ロ
シ
ア
系
移
住
者
が
人
口
の
大
部
分
を
占
め
、

現
在
で
は
少
数
民
族
で
あ
る
。
民
族
固
有
の
言
語
ニ
ヴ
フ
語
は
ふ
た
つ
の

方
言
に
大
別
さ
れ
る
。
サ
ハ
リ
ン
島
北
部
東
海
岸
で
は
東
方
言（
１
）、

サ
ハ
リ

ン
島
北
部
西
海
岸
と
ア
ム
ー
ル
川
河
口
地
域
で
は
西
方
言（
２
）が

話
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
集
団
の
人
口
は
二
千
数
百
人
だ
が
、
話
者
が
減
少
し
現

在
で
は
流
暢
な
話
者
は
両
方
言
合
わ
せ
て
も
百
人
以
下
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
両
方
言
集
団
に
は
文
化
的
に
も
違
い
が
あ
る
。

ア
イ
ヌ
民
族
は
北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン
島
南
半
全
域
・
千
島
列
島
全
域
・

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
南
端
部
・
本
州
島
北
端
部
を
伝
統
的
居
住
地
域
と
し

て
き
た
。
人
口
は
数
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。
民
族
固
有
の
言
語
ア
イ
ヌ
語

は
北
海
道
方
言
・
サ
ハ
リ
ン
方
言
・
北
千
島
方
言
に
大
別
さ
れ
る
が
、
い

ず
れ
の
方
言
も
現
在
で
は
流
暢
な
話
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
各
方
言
集

団
は
文
化
的
に
も
違
い
が
大
き
か
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
方
言
集
団
の
人
口
は

過
去
か
ら
現
在
ま
で
千
数
百
人
～
二
千
数
百
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
日
本
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
領
有
権
を
放
棄

し
た
た
め
他
の
日
本
国
籍
住
民
と
と
も
に
北
海
道
以
南
に
移
住
し
て
い
る
。

二
、
ニ
ヴ
フ
・
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
資
料

ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
資
料
は
十
九
世
紀
以
降
、
サ
ハ
リ
ン
方
言
地
域
を
中

心
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
領
内
で
の
採
録
資
料
約
四
百
話
（
主
に

東
海
岸
北
部
ト
ゥ
ミ
川
流
域
）、
旧
日
本
領
内
で
の
採
録
資
料
約
二
五
〇

話
（
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
）、
う
ち
西
方
言
資
料
は
五
〇
話
ほ
ど
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
口
承
文
学
資
料
の
う
ち
、
本
稿
で
扱
う
サ
ハ
リ
ン
方
言
資
料
は
ピ

ウ
ス
ツ
キ
に
よ
る
東
海
岸
の
「
ウ
チ
ャ
シ
コ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル

が
中
心
の
資
料
、
村
崎
恭
子
に
よ
る
西
海
岸
の
「
ト
ゥ
イ
タ
ハ
」
と
呼
ば

れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
中
心
の
資
料
、
知
里
真
志
保
の
一
連
の
著
作
、
山
本
祐

弘
に
よ
る
採
録
資
料
な
ど
二
二
〇
話
ほ
ど
で
あ
る
。
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両
民
族
の
口
承
文
学
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
全
方
言
・
全
文
芸
ジ
ャ

ン
ル
に
わ
た
る
偏
り
の
な
い
資
料
採
録
が
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
ニ
ヴ
フ
の
場
合
九
割
近
く
が
東
方
言
資
料
で
あ
る
。
サ
ハ
リ
ン
ア
イ

ヌ
の
場
合
は
東
西
海
岸
の
採
録
数
は
同
じ
程
度
だ
が
「
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
」

に
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
東
海
岸
で
は
「ucaskom

a

ウ
チ
ャ
シ

コ
マ
」、
西
海
岸
で
は
「tuytah

ト
ゥ
イ
タ
ハ
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
も
両
海
岸
に
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
資
料
に
み
ら
れ
る
差
異
が
地
域
差
な
の
か

ジ
ャ
ン
ル
差
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
文
化

的
な
地
域
差
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
口
承
文
学

の
地
域
差
に
か
ん
す
る
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
サ

ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
ニ
ヴ
フ
・
ア
イ
ヌ
両
民
族
間
に
ま
た
が
っ
て
類
似
性

を
示
す
話
に
着
目
し
て
、
内
容
面
で
の
東
西
差
を
指
摘
し
た
い
。
そ
し
て

そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
推
論
を
試
み
た
い
（
３
）。

三
、
ニ
ヴ
フ
・
ア
イ
ヌ
に
共
通
す
る
異
類
婚
譚

ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
・
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
ま
た
が
っ
て
類
似
す
る
話
が

複
数
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ニ
ヴ
フ
語
東
方
言
資
料
と
ア
イ
ヌ

語
サ
ハ
リ
ン
方
言
資
料
に
集
中
し
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
サ
ハ
リ
ン
島
で
は
ニ
ヴ
フ
と
ア
イ
ヌ
が
隣
接
し
て
お
り
話
が
伝

播
し
た
可
能
性
が
高
い（
４
）。

部
分
的
な
類
似（
モ
チ
ー
フ
、登
場
人
物
の
類
型
）

は
叙
事
詩
お
よ
び
散
文
・
創
世
譚
か
ら
狩
猟
の
体
験
談
ま
で
多
岐
に
わ

た
っ
て
み
ら
れ
る
が
、
話
全
体
が
類
似
し
て
い
る
例
は
特
定
の
サ
ブ
ジ
ャ

ン
ル
に
集
中
す
る
。
動
物
同
士
の
寓
話
的
な
交
渉
を
内
容
と
す
る
「
動
物

葛
藤
譚
」
と
、動
物
と
人
間
の
結
婚
を
内
容
と
す
る
「
異
類
婚
譚
」
で
あ
る
。

本
稿
で
は
「
異
類
婚
譚
」
を
と
り
あ
げ
る
。

ク
マ
・
キ
ツ
ネ
と
の
異
類
婚
譚
が
多
い
こ
と
は
従
来
た
び
た
び
指
摘
さ

れ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
カ
ラ
ス
・
海
の
神
・
カ
レ
イ
・
ア
ザ
ラ
シ
・

エ
イ
と
の
異
類
婚
譚
が
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
・
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
ま
た

が
っ
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
後
者
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
異
類
婚
譚
を
と
り
あ
げ
た
い
。
そ
れ
ら
の
話
で

は
、
た
ん
に
結
婚
相
手
と
な
る
動
物
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

話
の
内
容
が
か
な
り
高
い
一
致
を
み
せ
る
。
採
録
地
点
は
サ
ハ
リ
ン
東
海

岸
北
部
ト
ゥ
ミ
川
流
域
の
ニ
ヴ
フ
語
東
方
言
地
域
（
以
下
、
東
海
岸
北
部

ニ
ヴ
フ
）、
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
中
部
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
の
ニ
ヴ
フ
語
東
方

言
地
域
（
以
下
、
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
）、
大
陸
側
ア
ム
ー
ル
地
方
河
口

地
域
（
以
下
、
ア
ム
ー
ル
ニ
ヴ
フ
）、
サ
ハ
リ
ン
島
西
海
岸
北
部
西
方
言

地
域
（
以
下
、
西
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
）、
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
恵
須
取
お
よ

び
そ
の
周
辺
地
域
（
以
下
、
西
海
岸
ア
イ
ヌ
）、
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
相
浜
・

小
谷
（
以
下
、
東
海
岸
ア
イ
ヌ
）
で
あ
る
。

四
、
ク
マ
・
キ
ツ
ネ
と
の
異
類
婚
譚

ク
マ
と
の
異
類
婚
譚
は
ク
レ
イ
ノ
ヴ
ィ
チ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
ニ
ヴ
フ

民
族
の
居
住
地
域
全
域
で
多
く
の
資
料
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
荻
原
眞
子



56

（
一
九
九
六
）で
は
ア
ム
ー
ル
・
サ
ハ
リ
ン
地
域
の
ク
マ
伝
承
に
つ
い
て「
熊

と
人
間
の
婚
姻
」「
山
の
ヒ
ト
」「
慈
悲
深
い
ク
マ
」
に
分
類
し
て
い
る
［
荻

原　

一
九
九
六
：
二
〇
八
］
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
「
熊
と
人
間
の
婚
姻
」

の
資
料
に
は
ア
イ
ヌ
の
伝
承
と
類
似
性
が
特
に
高
い
も
の
が
あ
る
。
藤
村

久
和
は
そ
の
類
似
に
つ
い
て
、
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
か
ら
ウ
イ

ル
タ
へ
の
伝
播
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
［
藤
村　

一
九
八
五
：
一
二
八
］。

だ
が
、
ニ
ヴ
フ
に
も
同
様
に
細
部
ま
で
一
致
す
る
資
料
が
あ
る
こ
と
、
北

海
道
ア
イ
ヌ
の
資
料
に
も
類
似
の
資
料
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
ん
に
近
年

の
時
間
的
・
空
間
的
に
限
定
的
な
伝
播
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

キ
ツ
ネ
と
の
異
類
婚
譚
は
「
キ
ツ
ネ
が
人
間
に
変
身
し
て
悪
さ
を
す
る
」

と
い
う
話
群
の
一
部
で
あ
る
。
見
破
ら
れ
て
撲
殺
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
た
ち
の

生
き
残
り
が
サ
ハ
リ
ン
の
キ
ツ
ネ
の
先
祖
だ
と
い
う
由
来
譚
、
留
守
番
を

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
「
キ
ツ
ネ
の
女
性
」
と
い
う
化
け
物
が
殺
そ
う

と
す
る
（
魂
を
奪
う
）
話
な
ど
多
様
だ
が
、
中
で
も
「
金
持
ち
の
人
間
に

化
け
て
女
性
と
結
婚
し
よ
う
と
し
た
キ
ツ
ネ
」
に
か
ん
す
る
話
は
サ
ハ
リ

ン
に
お
い
て
ニ
ヴ
フ
と
ア
イ
ヌ
の
間
に
類
似
性
の
高
い
例
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
話
の
存
在
は
、
た
ん
に
ク
マ
異
類
婚
や
キ
ツ
ネ
異
類
婚
と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
の
民
族
横
断
的
な
問
題
設
定
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な

伝
播
と
そ
の
経
路
に
か
ん
す
る
議
論
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五
、
カ
ラ
ス
と
の
異
類
婚
譚
（
資
料
１
）

「
カ
ラ
ス
た
ち
が
人
間
の
少
女
を
自
分
た
ち
の
家
に
閉
じ
込
め
る
。
彼

女
は
夜
這
い
を
か
け
て
き
た
カ
ラ
ス
を
拒
否
す
る
。
人
々
が
彼
女
を
人
間

の
村
に
連
れ
帰
る
。
カ
ラ
ス
た
ち
が
村
に
来
て
抗
議
す
る
。
人
々
は
刀
と

絹
を
賠
償
と
し
て
提
案
す
る
が
、
カ
ラ
ス
た
ち
は
犬
の
肉
を
要
求
し
て
受

け
取
る
。（
東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
①
」

「
道
に
迷
っ
た
娘
が
カ
ラ
ス
た
ち
の
家
に
迷
い
込
む
。
彼
女
は
夜
這
い

を
か
け
て
き
た
カ
ラ
ス
を
拒
否
し
て
自
分
の
家
に
逃
げ
帰
る
。
カ
ラ
ス
た

ち
が
復
讐
に
来
た
の
で
、
娘
の
父
が
鉄
鍋
や
槍
を
賠
償
と
し
て
提
案
す
る

が
、
カ
ラ
ス
た
ち
は
犬
の
肝
臓
を
要
求
し
て
受
け
取
る
（
東
海
岸
中
部
ニ

ヴ
フ
②
）」

「
結
婚
を
嫌
が
っ
た
娘
が
川
の
ヤ
ナ
に
隠
れ
る
。
母
カ
ラ
ス
が
ヤ
ナ
ご

と
娘
を
連
れ
去
っ
て
木
に
隠
す
。
三
人
兄
弟
が
カ
ラ
ス
を
お
び
き
出
し
て

娘
を
連
れ
去
る
。
怒
っ
た
カ
ラ
ス
母
子
が
日
月
を
覆
う
。
三
人
兄
弟
は
犬

の
肉
で
カ
ラ
ス
母
子
を
お
び
き
よ
せ
て
射
殺
し
た
。（
東
海
岸
ア
イ
ヌ
）④
」

東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
で
一
例
①
、
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
で
二
例
②
③
、
東

海
岸
ア
イ
ヌ
で
一
例
④
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
細
部
ま
で
類
似
し
て
お
り
、

伝
播
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ニ
ヴ
フ
と
ア
イ
ヌ
の
伝
承
で
は
結
末
が
若

干
異
な
る
が
、
犬
の
肉
を
カ
ラ
ス
が
好
む
と
い
う
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
賠
償
と
射
殺
の
組
み
合
わ
せ
は
他
の
伝
承
に
も
み
ら
れ
る
（
５
）。

北
海
道
で
は
類
似
し
た
話
は
な
い
。
カ
ラ
ス
に
か
ん
す
る
伝
承
は
ニ
ヴ

フ
に
は
少
な
く
、
む
し
ろ
ア
イ
ヌ
に
よ
く
み
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
お

け
る
カ
ラ
ス
は
基
本
的
に
人
間
に
害
を
な
す
、
あ
る
い
は
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー

的
な
役
割
を
持
つ
登
場
人
物
で
あ
り
、
こ
の
内
容
と
も
一
致
す
る
よ
う
に
み
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え
る
。
ア
イ
ヌ
的
な
登
場
人
物
の
話
な
の
に
な
ぜ
ニ
ヴ
フ
の
採
録
例
が
多
い

の
か
、
な
ぜ
北
海
道
で
の
採
録
例
が
な
い
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

六
、
海
の
神
と
の
異
類
婚
譚
（
資
料
２
）

「
父
が
六
頭
の
ト
ド
か
ら
ク
ジ
ラ
の
肉
を
も
ら
う
が
、
そ
の
時
に
ト
ド

の
刀
を
く
す
ね
る
。
す
る
と
一
人
娘
が
い
な
く
な
る
。
翌
春
父
は
海
で
六

頭
の
ト
ド
と
娘
に
会
う
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
は
子
ど
も
を
抱
い
た
娘
が
現

れ
「
ト
ド
の
妻
に
な
っ
た
の
で
も
う
戻
ら
な
い
」
と
い
う
。
そ
の
後
ア
ザ

ラ
シ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。（
東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
⑤
）」

「
二
人
の
姉
妹
が
海
の
神
と
結
婚
し
に
海
に
入
っ
た
。
す
る
と
両
親
へ

の
お
礼
と
し
て
海
か
ら
宝
物
や
ア
ザ
ラ
シ
皮
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
（
東
海

岸
中
部
ニ
ヴ
フ
⑥
）」

「
父
が
結
婚
し
た
が
ら
な
い
娘
を
船
に
乗
せ
て
沖
に
出
る
。
六
頭
の
シ
ャ

チ
が
現
れ
た
の
で
供
物
と
娘
を
そ
の
背
中
に
乗
せ
る
と
沖
へ
姿
を
消
す
。

そ
の
年
は
海
獣
や
魚
が
、
翌
年
は
子
ど
も
の
お
し
ゃ
ぶ
り
が
打
ち
上
げ
ら

れ
た
。
そ
の
後
父
は
、
シ
ャ
チ
の
背
中
に
乗
っ
た
娘
が
男
の
子
を
抱
い
て

い
る
姿
を
目
撃
す
る
。（
西
海
岸
ア
イ
ヌ
⑦
）」

東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
で
一
例
⑤
、
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
で
一
例
⑥
、
西

海
岸
ア
イ
ヌ
で
一
例
⑦
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
⑤
と

西
海
岸
ア
イ
ヌ
⑦
は
か
な
り
類
似
し
て
い
る
が
、
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
⑥

は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
⑥
に
み
ら
れ
る
大
き
な
相
違
点
は
「
少
女
が
一

人
で
は
な
く
二
人
の
姉
妹
に
な
っ
て
い
る
」「
子
ど
も
を
連
れ
海
獣
の
背

に
乗
っ
た
姿
を
見
せ
る
と
い
う
要
素
が
な
い
」
と
い
う
二
点
で
あ
る
。

⑤
⑦
に
登
場
す
る
海
獣
は
東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
⑤
で
は
ト
ド
、
西
海
岸

ア
イ
ヌ
⑦
で
は
シ
ャ
チ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
海
獣
は
「
海
の
神
」

と
同
一
の
（
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
）
存
在
と

思
わ
れ
る
。
ニ
ヴ
フ
に
も
ア
イ
ヌ
に
も
シ
ャ
チ
信
仰
は
あ
る
が
、
東
海
岸

北
部
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
で
は
シ
ャ
チ
だ
け
で
な
く
ト
ド
も
し
ば
し
ば
「
海
の

神
」
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
⑥
で
は
「
海
獣
」
は

登
場
し
な
い
が
、
こ
れ
は
同
地
域
の
世
界
観
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
同
地
域
の
伝
承
で
は
「
海
の
神
」（
海
の
人
）
が
海
獣
と
し
て
登
場

す
る
話
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
（
６
）。

な
お
非
常
に
類
似
し
た
シ
ャ
チ

と
の
異
類
婚
譚
⑧
が
北
海
道
日
高
地
方
で
採
録
さ
れ
て
い
る
（
７
）。

七
、
カ
レ
イ
と
の
異
類
婚
譚
（
資
料
３
）

「
人
間
の
少
女
が
川
で
発
見
し
た
カ
レ
イ
と
結
婚
し
た
い
と
思
う
が
、

少
女
の
母
親
は
反
対
す
る
。
三
人
の
男
が
カ
レ
イ
を
木
の
洞
や
ク
マ
の
口

に
放
り
込
む
が
、
カ
レ
イ
は
逆
に
ク
マ
を
捕
殺
す
る
。
カ
レ
イ
は
人
間
の

姿
に
な
っ
て
彼
女
と
結
婚
し
両
親
は
謝
罪
す
る
。（
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ

⑨
）」

「
カ
レ
イ
と
カ
ジ
カ
が
二
人
で
カ
カ
ン
（
８
）の

娘
に
求
婚
す
る
。
カ
レ
イ
は

娘
と
相
思
相
愛
に
な
る
が
、
カ
カ
ン
は
反
対
す
る
。
カ
レ
イ
は
狩
に
行
き

ク
マ
の
口
か
ら
入
っ
て
捕
殺
す
る
。
カ
レ
イ
は
娘
と
結
婚
し
カ
カ
ン
は
謝
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罪
す
る
。（
東
海
岸
ア
イ
ヌ
⑩
）」

こ
の
話
は
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
で
一
例
⑨
、
東
海
岸
ア
イ
ヌ
で
一
例
⑩

が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
プ
ロ
ッ
ト
が
異
な
り
、
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
は

主
と
し
て
少
女
の
視
点
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
は
主
と
し
て
カ
レ
イ
の
視

点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
で
は
少
女
が
川
で
カ
レ
イ
を
発

見
す
る
の
が
発
端
だ
が
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
で
は
「
カ
レ
イ
と
カ
ジ
カ
が
二

人
で
カ
カ
ン
の
娘
に
求
婚
す
る
」
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
る
。
ど
ち
ら
の

伝
承
で
も
一
部
伏
線
ら
し
き
も
の
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
る
。
ニ
ヴ

フ
の
伝
承
で
は
カ
レ
イ
を
虐
待
す
る
「
三
人
の
男
」
の
正
体
が
語
ら
れ
ず

じ
ま
い
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
伝
承
で
は
「
三
人
の
男
」
は
登
場
し
な
い
が
、

や
は
り
「
一
緒
に
旅
だ
っ
た
カ
ジ
カ
」
に
つ
い
て
そ
れ
き
り
語
ら
れ
ず
じ

ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
両
方
の
伝
承
が
不
完
全
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、

と
も
に
本
来
の
伝
承
か
ら
何
か
脱
落
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

八
、
ア
ザ
ラ
シ
と
の
異
類
婚
譚
（
資
料
４
）

「
兄
と
妹
が
い
る
。
兄
が
ア
ザ
ラ
シ
と
恋
に
落
ち
て
逢
瀬
を
重
ね
る
。

妹
は
兄
の
服
を
着
て
浜
に
行
き
、
ア
ザ
ラ
シ
に
銛
で
傷
を
負
わ
せ
る
。
兄

は
ア
ザ
ラ
シ
の
兄
た
ち
、
カ
モ
、
イ
ル
カ
の
助
力
で
水
を
越
え
ア
ザ
ラ
シ

の
国
へ
行
く
。
兄
は
ア
ザ
ラ
シ
を
巫
術
で
治
癒
さ
せ
二
人
は
結
婚
し
た
。

（
ア
ム
ー
ル
ニ
ヴ
フ
⑪
）」

「
姉
と
妹
が
い
る
。
姉
は
毎
日
ア
ザ
ラ
シ
を
獲
っ
て
く
る
。
妹
が
姉
を

尾
行
し
て
浜
に
行
く
と
、
姉
は
ア
ザ
ラ
シ
に
変
身
し
て
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
を

し
て
い
る
。
妹
は
姉
に
ア
ザ
ラ
シ
に
な
る
術
を
教
わ
り
、
ア
ザ
ラ
シ
狩
り

を
す
る
。
そ
の
後
二
人
の
男
性
が
現
れ
彼
女
ら
と
結
婚
し
た
。（
西
海
岸

北
部
ニ
ヴ
フ
⑫
）」

「
夫
婦
が
い
る
。妻
が
美
し
い
男（
海
獣
？
）と
密
会
し
て
い
る
。夫
は（
妻

を
尾
行
し
？
）
男
を
銛
で
傷
つ
け
る
。
妻
は
水
中
を
歩
い
て
男
の
洞
窟
へ

行
き
、
看
病
す
る
。
傷
が
い
え
る
と
2
人
は
結
婚
し
た
。（
西
海
岸
ア
イ

ヌ
⑬
）」

こ
の
話
は
ア
ム
ー
ル
ニ
ヴ
フ
⑪
と
西
海
岸
ニ
ヴ
フ
⑫
（
と
も
に
西
方
言

地
域
）、
西
海
岸
ア
イ
ヌ
⑬
の
合
計
三
例
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ー

ル
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
⑪
で
は
主
人
公
は
男
性
、
西
海
岸
ア
イ
ヌ
の
伝
承
⑬

で
は
主
人
公
は
女
性
で
あ
り
性
別
が
逆
転
し
て
い
る
。
地
理
的
に
両
者
の

中
間
地
点
に
あ
る
西
海
岸
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
⑫
で
は
主
人
公
が
二
人
姉
妹
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑫
は
異
類
婚
譚
で
は
な
い
う
え
に
話
の
後
半
部
分

が
⑪
⑬
と
は
大
き
く
異
な
る
。
だ
が
、
妹
が
姉
を
尾
行
し
て
現
場
に
行
く

こ
と
、「
負
傷
」
す
る
こ
と
、
最
後
に
唐
突
な
結
婚
で
終
わ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
大
き
く
変
形
し
て
は
い
る
も
の
の
同
じ
系
統
の
話
と
い
う
可
能
性

が
高
い（
９
）。

東
海
岸
で
も
ア
ザ
ラ
シ
と
の
異
類
婚
譚
は
⑭
⑮
の
二
例
が
採
録
さ
れ
て

い
る
が
、大
き
く
異
な
っ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は「
尾
行
」「
負

傷
」
な
ど
の
要
素
が
な
く
幸
福
な
結
婚
と
い
う
結
末
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

背
景
に
は
東
西
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
・
伝
統
的
世
界
観
に
お
け
る
「
ア
ザ
ラ

シ
」の
在
り
方
の
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
東
海
岸
に
お
い
て
は「
ト
ド
」

が
神
性
を
持
っ
た
海
獣
で
あ
る
の
に
対
し
「
ア
ザ
ラ
シ
」
は
た
ん
な
る
動
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物
に
す
ぎ
な
い（

（（
（

。

九
、
エ
イ
と
の
異
類
婚
譚
（
資
料
4
）

「
ル
イ
氏
族
の
男
性
が
釣
っ
た
エ
イ
と
性
交
し
て
放
し
た
。
春
に
エ
イ

が
息
子
を
連
れ
て
く
る
。
息
子
は
一
年
で
成
人
し
刀
で
ク
マ
を
狩
る
よ
う

に
な
る
が
、
あ
る
ク
マ
と
決
闘
し
て
相
討
ち
に
な
る
。（
東
海
岸
北
部
ニ

ヴ
フ
⑯
）」

「
あ
る
男
性
が
釣
っ
た
エ
イ
と
性
交
し
て
放
し
た
。
生
ま
れ
た
息
子
は
父
の

元
へ
行
き
成
長
す
る
。
彼
は
山
で
音
が
す
る
の
で
見
に
行
き
、
不
思
議
な
刀

鍛
冶
た
ち
か
ら
刀
を
手
に
入
れ
る
。
彼
は
そ
の
刀
で
化
物
を
退
治
し
て
回
っ

た
。
刀
は
今
で
も
ア
イ
ヌ
人
が
持
っ
て
い
る
。（
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
⑰
）」

「
あ
る
男
性
が
エ
イ
と
性
交
す
る
。
生
ま
れ
た
息
子
は
何
年
か
後
父
を

訪
れ
て
く
る
（
西
海
岸
ア
イ
ヌ
⑱
）」「
人
々
が
山
で
音
が
す
る
の
で
見
に

行
き
、
不
思
議
な
鍛
冶
か
ら
鍛
冶
技
術
と
道
具
・
刀
な
ど
を
手
に
入
れ
た
。

（
西
海
岸
ア
イ
ヌ
⑲
）」

東
海
岸
北
部
ニ
ヴ
フ
で
七
例
（
（（
（

、
東
海
岸
中
部
ニ
ヴ
フ
で
一
例
、
西
海
岸

ア
イ
ヌ
で
一
例
採
録
さ
れ
て
い
る
。
東
海
岸
北
部
の
伝
承
は
採
録
例
も
多

く
、し
か
も
い
ず
れ
も
か
な
り
類
似
し
て
い
る
。
話
の
内
容
と
し
て
は
「
刀

で
ク
マ
を
狩
る
」
と
い
う
タ
ブ
ー
違
反
（
ク
マ
は
槍
で
狩
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
）が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
東
海
岸
中
部
の
伝
承
で
は「
刀

で
化
け
物
を
退
治
す
る
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ア

イ
ヌ
の
伝
承
と
連
続
性
が
あ
る（

（（
（

。
刀
を
海
で
は
な
く
山
か
ら
入
手
す
る
こ

と
の
ほ
か
に
も
、
化
物
を
切
る
場
面
が
ア
イ
ヌ
の
他
の
伝
承
（
（（
（

と
一
致
す
る
。

十
、
異
類
婚
譚
の
東
西
分
布

カ
ラ
ス
・
カ
レ
イ
異
類
婚
譚
は
東
海
岸
沿
い
に
、
ア
ザ
ラ
シ
異
類
婚
譚

は
西
海
岸
と
ア
ム
ー
ル
地
方
に
、
そ
し
て
海
の
神
・
エ
イ
異
類
婚
譚
は
東

海
岸
と
西
海
岸
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
カ
ラ
ス
、
カ
レ
イ
、
ア
ザ
ラ
シ
を
相
手
と
す
る
異
類
婚
譚
は
東

西
の
差
異
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
ら
は
ニ
ヴ
フ
・
ア
イ
ヌ
両
民
族
に
ま
た
が
っ

て
東
西
で
海
岸
沿
い
に
伝
播
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ポ
ロ
ナ
イ
地
域

に
は
か
つ
て
「
タ
ラ
イ
カ
」
と
い
う
強
力
な
ア
イ
ヌ
集
落
が
あ
っ
た
。
東

海
岸
ア
イ
ヌ
に
は
タ
ラ
イ
カ
の
ア
イ
ヌ
と
東
海
岸
ニ
ヴ
フ
と
の
婚
姻
関
係

サマルガサマルガ

ソベツカヤ・ガバニソベツカヤ・ガバニ

ニコラエフクスク・ナ・アムーレニコラエフクスク・ナ・アムーレ

エリザベータ岬エリザベータ岬

オレリ湖オレリ湖

ウディリ湖ウディリ湖

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

タ
タ
ー
ル（
間
宮
）海
峡

アム
ール
川

アム
ール
川

ノグリキノグリキ

ロバチナ山 1609ロバチナ山 1609

オハオハ

コルサコフコルサコフ

ユジノ・サハリンスクユジノ・サハリンスク

サハリンサハリンロシア共和国ロシア共和国

ポロナイスクポロナイスク

アレクサンドロフスク・サハリンスキーアレクサンドロフスク・サハリンスキー

相浜相浜
小浜小浜

ポロナイ川
河口地域
ポロナイ川
河口地域

トゥミ川
河口地域
トゥミ川
河口地域

西海岸北部西海岸北部

アムール川
河口地域
アムール川
河口地域

アルコヴォ村アルコヴォ村

来知志来知志

=アイヌ=アイヌ

=ニヴフ=ニヴフ

引用資料の採録地
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を
示
唆
す
る
伝
承
が
あ
る（

（（
（

。
ま
た
二
〇
世
紀
に
も
東
海
岸
ア
イ
ヌ
と
東
海

岸
の
ウ
イ
ル
タ
民
族
と
の
婚
姻
関
係
の
事
例
が
あ
る
。
西
海
岸
に
お
い
て

も
、
東
海
岸
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
と
し
て
ル
イ
氏
族
と
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
婚
姻

関
係
が
語
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
だ
が
異
類
婚
譚
の
類
似
は
そ
れ
ら
の
婚
姻
関
係

の
伝
承
以
上
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
サ
ハ
リ
ン
島
を
縦
断
す
る
ほ
ど
の
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

海
の
神
・
エ
イ
と
の
異
類
婚
譚
の
分
布
に
は
、
お
そ
ら
く
過
去
に
お

カラス

サマルガサマルガ

ソベツカヤ・ガバニソベツカヤ・ガバニ

ニコラエフクスク・ナ・アムーレニコラエフクスク・ナ・アムーレ

エリザベータ岬エリザベータ岬

オレリ湖オレリ湖

ウディリ湖ウディリ湖

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

タ
タ
ー
ル（
間
宮
）海
峡

アム
ール
川

アム
ール
川

ノグリキノグリキ

ロバチナ山 1609ロバチナ山 1609

オハオハ

コルサコフコルサコフ

ユジノ・サハリンスクユジノ・サハリンスク

サハリンサハリンロシア共和国ロシア共和国

ポロナイスクポロナイスク

アレクサンドロフスク・サハリンスキーアレクサンドロフスク・サハリンスキー

カレイ

サマルガサマルガ

ソベツカヤ・ガバニソベツカヤ・ガバニ

ニコラエフクスク・ナ・アムーレニコラエフクスク・ナ・アムーレ

エリザベータ岬エリザベータ岬

オレリ湖オレリ湖

ウディリ湖ウディリ湖

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

タ
タ
ー
ル（
間
宮
）海
峡

アム
ール
川

アム
ール
川

ノグリキノグリキ

ロバチナ山 1609ロバチナ山 1609

オハオハ

コルサコフコルサコフ

ユジノ・サハリンスクユジノ・サハリンスク

サハリンサハリンロシア共和国ロシア共和国

ポロナイスクポロナイスク

アレクサンドロフスク・サハリンスキーアレクサンドロフスク・サハリンスキー

海の神／エイ

サマルガサマルガ

ソベツカヤ・ガバニソベツカヤ・ガバニ

ニコラエフクスク・ナ・アムーレニコラエフクスク・ナ・アムーレ

エリザベータ岬エリザベータ岬

オレリ湖オレリ湖

ウディリ湖ウディリ湖

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

タ
タ
ー
ル（
間
宮
）海
峡

アム
ール
川

アム
ール
川

ノグリキノグリキ

ロバチナ山 1609ロバチナ山 1609

オハオハ

コルサコフコルサコフ

ユジノ・サハリンスクユジノ・サハリンスク

サハリンサハリンロシア共和国ロシア共和国

ポロナイスクポロナイスク

アレクサンドロフスク・サハリンスキーアレクサンドロフスク・サハリンスキー

アザラシ

サマルガサマルガ

ソベツカヤ・ガバニソベツカヤ・ガバニ

ニコラエフクスク・ナ・アムーレニコラエフクスク・ナ・アムーレ

エリザベータ岬エリザベータ岬

オレリ湖オレリ湖

ウディリ湖ウディリ湖

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ト
ウ
ム
ニ
ン
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

ポ
ロ
ナ
イ
川

タ
タ
ー
ル（
間
宮
）海
峡

アム
ール
川

アム
ール
川

ノグリキノグリキ

ロバチナ山 1609ロバチナ山 1609

オハオハ

コルサコフコルサコフ

ユジノ・サハリンスクユジノ・サハリンスク

サハリンサハリンロシア共和国ロシア共和国

ポロナイスクポロナイスク

アレクサンドロフスク・サハリンスキーアレクサンドロフスク・サハリンスキー
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け
る
ニ
ヴ
フ
民
族
の
移
動
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ル
イ
氏
族
は

東
海
岸
中
部
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
に
も
居
住
す
る
。
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
の
グ

ル
ー
プ
は
西
海
岸
の
ル
イ
集
落
（
現
在
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
・
サ

ハ
リ
ン
ス
キ
ー
近
郊
）
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
実
際
に
現
在
ま
で
伝
承
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
ル
イ
と
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
は
、
古
く
か
ら
ト
ゥ
ミ
川
と
ポ
ロ

ナ
イ
川
の
分
水
嶺
を
越
え
る
ル
ー
ト
で
つ
な
が
っ
て
い
た（

（（
（

。
二
十
世
紀
に

は
恵
須
取
か
ら
さ
ら
に
南
下
し
来
知
志
を
通
っ
て
横
断
す
る
ル
ー
ト
も
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
も
っ
と
古
く
遡
る
可
能
性
が
あ
る（

（（
（

。

十
一
、
結
論

（
１
）
ニ
ヴ
フ
と
ア
イ
ヌ
の
口
承
文
学
の
全
体
像
は
か
な
り
異
な
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
内
部
の
差
異
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
両
民
族
の
口
承
文
学
の

間
の
差
異
は
、
形
式
・
内
容
と
も
そ
れ
以
上
に
大
き
い
。
高
い
類
似
性
が

み
ら
れ
る
話
が
含
ま
れ
る
の
は
い
く
つ
か
の
体
験
談
（
ア
イ
ヌ
に
お
い
て

は
三
人
称
で
語
ら
れ
るucaskom

a

ウ
チ
ャ
シ
コ
マ
）
お
よ
び
動
物
葛
藤

譚
と
、
今
回
と
り
あ
げ
た
異
類
婚
譚
（
ア
イ
ヌ
の
伝
承
例
の
半
数
ほ
ど
は

三
人
称
で
語
ら
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
類
似
の
多
く
は
サ
ハ
リ

ン
に
お
い
て
で
あ
り
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
に
ま
で
は
お
よ
ば
な
い
。

（
２
）
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
北
海
道
か
ら
北
上
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ニ
ヴ
フ
と
の
差
異
は
接
触
当
初
か
ら
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
東

海
岸
・
西
海
岸
で
そ
れ
ぞ
れ
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
交
流
が
始
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
相
互
影
響
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
サ
ハ
リ
ン
島
で
は

地
形
的
に
東
西
の
移
動
が
南
北
方
向
に
比
べ
て
困
難
で
あ
り
、
口
承
文
学

の
東
西
の
差
は
人
間
の
移
動
の
少
な
さ
に
も
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
異
類
婚
譚
に
み
ら
れ
る
「
ア
イ
ヌ
・
ニ
ヴ
フ
に
ま
た
が

る
東
西
差
」
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
サ
ハ
リ
ン
に
北
上
し
、
ニ
ヴ
フ
民
族
と
の
南
北

の
住
み
分
け
が
確
立
し
た
の
ち
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
は
、
外
部
か
ら

伝
播
し
て
き
た
話
は
し
ば
し
ば
「
パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
」
の
よ
う
に

三
人
称
形
式
で
語
ら
れ
る
散
文
物
語
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
が
、
サ
ハ
リ

ン
で
も
同
様
の
こ
と
が
起
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
サ

ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
三
人
称
で
語
ら
れ
る
伝
承
群
（
全
体

と
し
て
み
る
とtuytah

ト
ゥ
イ
タ
ハ
、ucaskom

a

ウ
チ
ャ
シ
コ
マ
な
ど

複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
る
）
は
比
較
的
新
し
く
成
立
し
た
も
の
と
い

う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

資
料
１
「
カ
ラ
ス
と
の
異
類
婚
譚
」

　

① 
（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
北
部
）
カ
ラ
ス
の
人
々
は
全
員
で
一
つ
の
家
に

住
ん
で
い
た
。
そ
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
一
人
の
人
間
を
捕
ま

え
て
自
分
た
ち
の
許
に
留
め
て
お
い
た
。
一
羽
の
カ
ラ
ス
が
彼
女
の

夫
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
彼
女
の
そ
ば
に
座
っ
た
。
彼
女
の
服
を
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つ
つ
い
て
引
っ
張
っ
た
。
す
る
と
そ
の
女
性
は
裁
縫
用
の
台
板
を
持

ち
上
げ
て
、
彼
の
背
中
を
上
か
ら
叩
い
た
。「
パ
ッ
！
」。
す
る
と
そ

の
カ
ラ
ス
は
自
分
の
母
親
に
言
っ
た
。「
母
さ
ん
、
見
て
く
れ
よ
！

台
板
で
私
を
叩
く
よ
、
上
か
ら
私
を
叩
く
よ
！
」。
す
る
と
彼
の
母

は
言
っ
た
。「
カ
ラ
ス
の
や
り
方
な
ん
だ
か
ら
女
を
捕
ま
え
な
さ
い
。

連
れ
て
来
て
、
カ
ラ
ス
の
や
り
方
な
ん
だ
か
ら
殴
り
つ
け
な
さ
い
」。

さ
て
、
別
の
人
々
が
、
本
当
の
人
間
の
人
々
が
や
っ
て
来
た
。
自
分

た
ち
の
女
を
確
保
し
て
、
家
に
連
れ
帰
っ
た
。
自
分
た
ち
の
許
に
留

め
て
お
い
た
。
す
る
と
我
ら
が
カ
ラ
ス
は
、
そ
の
人
々
と
戦
う
た
め

に
飛
ん
で
行
っ
た
。
そ
の
人
々
は
外
に
出
て
き
た
。「
よ
し
、
お
前

に
は
何
が
要
る
ん
だ
？　

鉄
の
刀
を
お
前
に
や
っ
て
も
よ
い
。
も
し

そ
れ
は
要
ら
な
い
と
い
う
な
ら
、
絹
の
丸
ご
と
の
生
地
を
お
前
に
や

ろ
う
」。
す
る
と
我
ら
が
カ
ラ
ス
は
自
分
の
希
望
を
述
べ
た
。「
も
し

も
鉄
の
刀
を
も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
ど
こ
に
そ
れ
を
し
ま
っ
て
置
こ

う
。
も
し
も
絹
の
丸
ご
と
の
生
地
を
も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
ど
こ
に

そ
れ
を
し
ま
っ
て
置
こ
う
。
私
の
希
望
は
こ
う
だ
。
話
し
て
聞
か
せ

よ
う
。
シ
ラ
ミ
だ
ら
け
の
イ
ヌ
を
殺
し
て
、
持
っ
て
来
い
。
一
匹
だ

け
で
い
い
、
そ
の
内
蔵
を
抜
き
取
っ
て
投
げ
ろ
。
我
々
は
集
ま
っ
て

そ
れ
を
食
べ
よ
う
」［
ピ
ウ
ス
ツ
キ　

二
〇
〇
三
］

　

② 

（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）　

娘
が
あ
る
と
き
道
に
迷
っ
た
。

彼
女
は
一
軒
の
家
を
見
つ
け
た
の
で
入
っ
た
。
す
る
と
老
婦
人
が

麻
糸
を
つ
む
い
で
い
る
。
老
婦
人
は
、「
息
子
た
ち
が
山
か
ら
帰
っ

て
く
る
」
と
い
う
。
夜
に
な
る
と
カ
ラ
ス
五
、六
羽
が
帰
っ
て
く
る
。

老
婦
人
は
「
私
の
息
子
た
ち
だ
」
と
い
う
。
就
寝
す
る
と
一
羽
の
カ

ラ
ス
が
娘
に
夜
這
い
に
来
る
。
老
婦
人
は
夜
通
し
糸
を
つ
む
い
で
い

る
。
娘
は
カ
ラ
ス
を
叩
く
。
カ
ラ
ス
が
「
か
あ
さ
ん
、
こ
の
女
が
私

を
叩
い
た
」
と
言
う
と
、老
婦
人
は
「（
相
手
は
）
女
な
ん
だ
か
ら
け
っ

た
り
叩
い
た
り
す
れ
ば
よ
い
」
と
答
え
る
。
娘
は
怒
っ
て
木
で
叩
い

て
カ
ラ
ス
を
殺
す
。
娘
は
翌
朝
早
く
家
に
帰
る
。
す
る
と
兄
の
カ
ラ

ス
た
ち
が
殺
さ
れ
た
弟
カ
ラ
ス
の
復
讐
に
来
る
。
娘
の
父
は
大
き
な

耳
が
三
つ
つ
い
た
鉄
鍋
を
（
償
い
に
）
や
る
」
と
言
う
が
、
カ
ラ
ス

た
ち
は
「
鍋
は
置
く
場
所
が
な
い
」
と
答
え
る
。
そ
こ
で
父
は
「
三

尺
く
ら
い
の
槍
を（
償
い
に
）や
る
」と
言
う
が
、カ
ラ
ス
た
ち
は「
置

く
場
所
が
な
い
。
イ
ヌ
の
肝
臓
が
欲
し
い
」
と
答
え
る
。
そ
こ
で
小

さ
い
イ
ヌ
を
殺
し
て
は
ら
わ
た
を
投
げ
て
や
っ
た
。
カ
ラ
ス
た
ち
は

そ
れ
を
食
べ
て
帰
っ
た
。［
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ　

一
九
九
二
］

　

③ 

（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
娘
が
恋
人
の
元
へ
行
く
途
中
で

日
が
暮
れ
、
老
婦
人
の
い
る
草
小
屋
に
宿
を
借
り
る
。
夜
に
な
る
と

老
婦
人
の
息
子
で
あ
る
一
二
羽
の
カ
ラ
ス
が
帰
っ
て
く
る
。
一
番
上

の
兄
の
カ
ラ
ス
が
よ
ば
い
に
く
る
が
拒
否
す
る
。
老
婦
人
は
「
優
し

く
し
て
や
れ
」
と
息
子
に
言
う
。
次
兄
の
カ
ラ
ス
の
よ
ば
い
も
拒
否

す
る
。
老
婦
人
は「
殴
っ
て
い
う
こ
と
を
き
か
せ
ろ
」と
息
子
に
言
う
。

三
番
目
の
カ
ラ
ス
が
よ
ば
い
に
く
る
と
首
を
ひ
ね
っ
て
殺
す
。
娘
は

朝
早
く
逃
げ
出
す
。
途
中
に
空
き
家
を
見
つ
け
て
そ
こ
に
住
み
着
く
。
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そ
の
後
や
っ
て
き
た
男
が
な
ぜ
か
好
き
に
な
り
結
婚
す
る
。
あ
る
と

き
、
カ
ラ
ス
が
「
俺
の
兄
を
殺
し
た
」
と
鳴
く
の
で
夫
は
妻
を
疑
い
、

夫
婦
仲
が
悪
く
な
っ
た
。［
服
部
健　

一
九
五
六
］

　

④ 

（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
・
東
海
岸
）
サ
ヌ
イ
ペ
シ
村
の
上
流
に
一
人
の

娘
が
住
ん
で
い
た
。（
以
下
娘
の
自
叙
）
あ
る
日
樹
皮
を
剥
ぐ
若
者

が
来
て
求
婚
さ
れ
る
が
断
り
、
カ
ゴ
に
乗
っ
て
川
を
下
り
サ
ヌ
イ

ペ
シ
の
ヤ
ナ
に
隠
れ
る
。（
以
下
三
人
称
叙
述
）
翌
朝
、
カ
ラ
ス
が

娘
を
見
つ
け
、「
嫁
を
見
つ
け
た
、
カ
ア
」
と
鳴
く
。
母
カ
ラ
ス
が

カ
ゴ
ご
と
娘
を
連
れ
帰
り
、
高
い
木
に
隠
す
。
サ
ヌ
イ
ペ
シ
の
三

人
兄
弟
が
そ
れ
を
知
っ
て
娘
を
奪
お
う
と
計
画
す
る
。
巫
術
者
を

呼
ん
で
巫
術
を
さ
せ
て
カ
ラ
ス
を
お
び
き
だ
し
、
そ
の
隙
に
娘
を

連
れ
去
る
。
怒
っ
た
カ
ラ
ス
の
母
子
が
太
陽
と
月
を
覆
っ
た
の
で

世
界
中
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
サ
ヌ
イ
ペ
シ
の
若
者
は
イ
ヌ
の
肉

で
カ
ラ
ス
母
子
を
お
び
き
よ
せ
て
射
殺
し
た
。
そ
の
後
は
平
穏
に

暮
ら
し
た
。［
知
里
真
志
保　

一
九
五
二
］

資
料
２
「
海
の
神
と
の
異
類
婚
譚
」

　

⑤ 

（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
北
部
）
夫
婦
と
美
し
い
娘
が
い
た
。
あ
る
飢
饉

の
春
、
父
が
海
岸
に
行
く
と
、
ク
ジ
ラ
と
六
頭
の
ト
ド
が
現
れ
る
。

ト
ド
は
刀
で
ク
ジ
ラ
を
切
り
殺
し
、
岸
に
あ
げ
る
。
父
は
刀
を
と

り
ク
ジ
ラ
の
肉
を
切
り
取
っ
て
帰
る
。
皆
で
肉
を
食
べ
母
は
刀
を

箱
に
し
ま
う
。
翌
朝
、
娘
の
姿
が
消
え
る
。
夫
婦
が
一
日
探
し
て

帰
る
と
家
に
い
た
が
、
再
び
家
を
出
て
二
度
と
戻
ら
な
か
っ
た
。

翌
春
、
父
が
海
に
行
く
と
六
頭
の
ト
ド
が
現
れ
る
。
一
頭
の
背
に

娘
が
乗
っ
て
お
り
「
刀
を
取
っ
た
か
ら
ト
ド
が
怒
っ
た
。
母
に
話

し
来
年
ま
た
来
い
」
と
言
う
。
翌
年
父
が
海
岸
に
行
く
と
、
娘
が

子
ど
も
を
抱
い
て
現
れ
「
ト
ド
の
妻
に
な
っ
た
。
も
う
戻
ら
な
い
」

と
言
う
。
そ
の
後
彼
ら
が
海
岸
に
行
く
と
い
つ
も
ア
ザ
ラ
シ
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。［
タ
ン
ジ
ナ　

二
〇
〇
〇
］

　

⑥ 

（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
二
人
の
姉
妹
が
い
た
。
一
人

は
背
中
の
皮
で
作
っ
た
服
を
着
て
い
て
ゴ
フ
ク
マ
ル
（gofkm

ar

）

と
呼
ば
れ
た
。
も
う
一
人
は
腹
の
皮
で
作
っ
た
服
を
着
て
い
て
ヘ

チ
ュ
ク
マ
ル
（heckm

ar

）
と
呼
ば
れ
た
。
二
人
が
海
の
神
様
（
海

の
人
）
に
嫁
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
夜
の
う
ち
に
海
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
。
す
る
と
大
き
な
音
が
し
て
海
か
ら
宝
物
、
海
豹
皮
な
ど

が
陸
に
ほ
う
り
な
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
神
様
（
海
の
人
）
か
ら

両
親
へ
の
お
礼
だ
っ
た
。［
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ　

一
九
九
二
］

　

⑦ 

（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
・
西
海
岸
）
レ
プ
ト
ロ
の
イ
ホ
ホ
キ
ナ
イ
と
い
う

大
き
な
村
に
、
夫
婦
と
一
人
娘
が
い
た
。
娘
は
結
婚
を
嫌
が
っ
て
い

た
。
人
々
は
「
神
に
で
も
や
る
つ
も
り
か
」
と
両
親
を
批
判
し
た
。

あ
る
日
、
父
親
は
イ
ナ
ウ
を
削
り
、
妻
に
供
物
を
作
ら
せ
、
娘
を
連

れ
て
浜
に
出
た
。
そ
し
て
「
お
前
を
神
の
嫁
に
す
る
」
と
言
っ
て
着
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飾
ら
せ
、
イ
ナ
ウ
と
供
物
と
一
緒
に
船
に
乗
せ
た
。
沖
に
出
る
と
六

頭
の
カ
ム
イ
（
シ
ャ
チ
）
が
現
れ
た
。
父
親
は
イ
ナ
ウ
と
娘
、
供
物

を
カ
ム
イ
の
背
に
乗
せ
た
。
す
る
と
カ
ム
イ
た
ち
は
沖
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
。
何
日
か
後
で
夫
婦
が
浜
に
出
る
と
海
獣
や
魚
、
ク
ジ
ラ
な

ど
が
た
く
さ
ん
手
に
入
っ
た
。
翌
年
の
春
、
子
ど
も
の
お
し
ゃ
ぶ
り

に
す
る
脂
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
夏
、父
親
は
イ
ナ
ウ
と
供
物
を
持
っ

て
沖
へ
出
た
。
す
る
と
カ
ム
イ
が
現
れ
、
男
の
子
を
抱
い
た
娘
が
背

に
乗
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
夫
婦
は
喜
び
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。
た

だ
い
つ
も
こ
の
よ
う
に
幸
せ
な
結
末
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
化
物
が

割
り
込
む
こ
と
も
あ
る
。［
村
崎
恭
子　

一
九
七
六
］

　

⑧
（
北
海
道
ア
イ
ヌ
・
日
高
地
方
）
私
は
シ
ピ
チ
ャ
ラ
の
者
で
あ
る
。
あ

る
日
沖
漁
に
行
く
と
海
面
に
女
性
が
立
っ
て
い
た
。
女
は
「
私
は
兄

に
育
て
ら
れ
て
い
た
が
、
あ
る
日
沖
漁
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
海
獣

も
カ
ジ
キ
も
と
れ
な
か
っ
た
。
兄
は
『
海
の
神
（
シ
ャ
チ
）
よ
、
海

獣
を
恵
ん
で
く
れ
る
な
ら
妹
を
差
し
上
げ
ま
す
』
と
言
っ
た
。
す
る

と
た
く
さ
ん
獲
れ
た
。
兄
は
私
を
海
に
放
り
込
ん
だ
。
海
神
は
私
を

受
け
止
め
て
保
護
し
て
く
れ
た
。
海
神
は
私
に
『
兄
が
く
れ
ば
船
が

壊
さ
れ
る
と
兄
に
言
え
』
と
言
っ
た
」
と
泣
き
な
が
ら
歌
っ
た
。
シ

ピ
チ
ャ
ラ
の
者
は
村
へ
帰
る
と
か
つ
て
妹
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
た

男
を
訪
れ
、
こ
と
の
次
第
を
語
っ
た
。
す
る
と
そ
の
男
は
沖
漁
に
出

か
け
た
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
船
が
壊
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
、
と
私
は
語
り
伝
え
た
。［
久
保
寺
逸
彦　

一
九
七
七
］

資
料
３
「
カ
レ
イ
と
の
異
類
婚
譚
」

　

⑨ 

（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
あ
る
女
の
子
が
川
に
遊
び
に

行
く
と
美
し
い
カ
レ
イ
が
い
た
の
で
捕
ま
え
て
帰
る
。
母
親
に
怒

ら
れ
て
戻
し
に
行
く
。
途
中
で
草
小
屋
に
泊
ま
っ
た
。
夜
明
け
頃

三
人
の
男
が
現
れ
カ
レ
イ
を
奪
う
。
男
た
ち
は
カ
レ
イ
を
木
の
洞

に
閉
じ
込
め
る
。
カ
レ
イ
は
木
を
切
り
薪
を
作
っ
て
逃
げ
出
し
草

小
屋
の
女
の
子
の
元
へ
戻
る
。
夜
に
な
る
と
ま
た
三
人
の
男
が
現

れ
カ
レ
イ
を
奪
い
、
出
会
っ
た
ク
マ
の
口
の
中
に
投
げ
込
む
。
カ

レ
イ
は
棘
で
ク
マ
を
殺
し
腹
を
裂
い
て
出
た
。
ク
マ
肉
と
皮
を
女

の
子
の
元
へ
持
っ
て
帰
る
。
カ
レ
イ
は
人
間
の
男
に
変
身
し
女
の

子
と
結
婚
す
る
。
両
親
の
元
へ
帰
る
。
両
親
は
謝
罪
し
た
。［
服
部

ノ
ー
ト　

整
理
番
号
Ｔ
三
九
六
・
五
三
］

　

⑩ 

（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
・
西
海
岸
）
小
カ
レ
イ
男
と
カ
ジ
カ
が
い
た
。

二
人
で
沖
の
国
の
カ
カ
ン
（
可
汗
）
の
娘
に
求
婚
し
た
。（
以
下
カ

レ
イ
の
自
叙
）
娘
は
私
と
恋
に
落
ち
た
。
カ
カ
ン
は
彼
を
嫌
っ
た
。

（
以
下
三
人
称
叙
述
）
小
カ
レ
イ
男
は
狩
に
行
っ
た
。
ク
マ
の
口
か

ら
入
っ
て
、
尾
の
ト
ゲ
で
殺
し
、
ク
マ
肉
料
理
な
ど
の
御
馳
走
を

用
意
し
て
カ
カ
ン
を
招
い
た
。
カ
カ
ン
は
恥
じ
て
和
解
し
た
。
小

カ
レ
イ
男
は
娘
を
連
れ
て
村
に
帰
っ
た
。
子
孫
に
語
り
伝
え
て
幸

せ
に
暮
し
た
。［
ピ
ウ
ス
ツ
キ　

二
〇
〇
二
］
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資
料
４
「
ア
ザ
ラ
シ
と
の
異
類
婚
譚
」

　

⑪ 

（
ニ
ヴ
フ
・
ア
ム
ー
ル
地
方
）
ア
ム
ー
ル
川
の
川
岸
の
村
に
ウ
ル
グ

ン
と
ウ
ム
ラ
ク
と
い
う
兄
妹
が
い
た
。
兄
は
海
が
好
き
だ
っ
た
。
流

行
病
で
村
が
全
滅
し
、
二
人
だ
け
が
残
っ
た
。
兄
は
魚
や
海
山
で
猟

を
し
、
妹
は
家
事
を
し
た
。
あ
る
と
き
兄
が
海
を
見
て
い
る
と
、
ア

ザ
ラ
シ
が
上
陸
し
て
少
女
（
ア
ル
ガ
ラ
ク
）
に
変
身
し
た
。
二
人
は

愛
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
兄
の
様
子
を
不
審
に
思
っ
た
妹
は
兄
が

山
猟
に
出
か
け
た
隙
に
、
兄
の
服
を
着
て
浜
へ
行
っ
た
。
ア
ザ
ラ
シ

を
見
つ
け
た
妹
は
銛
を
打
ち
込
ん
だ
が
ヒ
モ
が
切
れ
て
逃
が
し
た
。

帰
っ
た
兄
は
自
分
の
服
が
濡
れ
て
い
る
の
を
見
て
浜
へ
出
か
け
た
。

浜
に
は
血
が
あ
っ
た
。
ア
ル
ガ
ラ
ク
の
兄
の
二
頭
の
ア
ザ
ラ
シ
に
事

情
を
聞
き
、
薬
草
を
託
す
と
浜
に
座
る
。
そ
ば
に
来
た
カ
モ
の
背
中

に
乗
っ
て
別
の
島
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
イ
ル
カ
の
背
に
乗
っ
て
ア
ル

ガ
ラ
ク
の
住
む
島
に
行
く
。
森
で
薪
を
切
っ
て
い
る
彼
女
の
家
の
使

用
人
に
会
い
、
彼
女
が
重
篤
だ
と
知
る
。
彼
女
の
家
に
行
く
と
海
の

主
の
シ
ャ
マ
ン
、
山
の
主
の
シ
ャ
マ
ン
が
巫
術
治
療
を
し
て
い
る
。

彼
女
の
父
、
漁
を
左
右
す
る
「
槍
の
老
人
」
が
座
っ
て
い
る
。
ア

ル
ガ
ラ
ク
は
ウ
ル
グ
ン
に
巫
術
（c ham

 ludj

）
を
さ
せ
ろ
と
言
う
。

ウ
ル
グ
ン
が
「
ア
ル
ガ
ラ
ク
よ
、
お
前
が
恋
し
く
て
疲
れ
切
っ
た
。

お
前
が
恋
し
く
て
眠
れ
な
い
。
お
前
が
恋
し
く
て
行
く
。
全
て
の

道
と
全
て
の
上
と
下
を
見
る
！
」
と
歌
う
。
す
る
と
銛
が
外
れ
て

治
癒
す
る
。
二
人
は
結
婚
し
た
。
ウ
ル
グ
ン
の
妹
は
一
人
で
暮
ら

し
た
。［
タ
ク
サ
ミ　

一
九
九
六
］

　

⑫ 

（
ニ
ヴ
フ
・
西
海
岸
北
部
）
両
親
の
い
な
い
二
人
の
姉
妹
が
い
た
。

姉
は
い
つ
も
朝
早
く
起
き
る
と
ア
ザ
ラ
シ
を
獲
っ
て
き
た
。
あ
る

と
き
妹
は
夜
寝
な
い
で
姉
の
あ
と
を
つ
け
た
。
姉
は
ア
ザ
ラ
シ
の

た
く
さ
ん
い
る
海
岸
に
行
き
、（
ア
ザ
ラ
シ
に
変
身
す
る
と
）
ア
ザ

ラ
シ
と
戦
っ
て
背
中
を
傷
つ
け
ら
れ
た
。
妹
は
姉
に
問
い
た
だ
し
、

自
分
も
ア
ザ
ラ
シ
に
変
身
し
た
い
と
言
っ
た
。
姉
は
妹
を
湖
の
そ

ば
の
モ
ミ
の
根
元
に
つ
れ
て
い
き
、
巫
術
で
ア
ザ
ラ
シ
に
変
身
す

る
術
を
教
え
た
。
妹
は
姉
よ
り
強
く
、
代
わ
り
に
ア
ザ
ラ
シ
を
獲
っ

て
き
た
。
や
が
て
二
人
の
男
が
来
て
彼
女
ら
と
結
婚
し
た
。［
白
石
・

ロ
ー
ク　

二
〇
〇
一
］

　

⑬ 

（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
・
西
海
岸
）
オ
ヤ
ン
ル
ル
村
に
夫
婦
が
い
た
。
あ

る
日
夫
が
猟
に
出
る
と
、
妻
は
着
飾
り
料
理
を
持
っ
て
沼
に
行
っ
た
。

「
パ
プ
イ
パ
ー
プ
イ
、
神
な
る
お
方
来
て
く
だ
さ
い
」
と
歌
っ
て
踊

る
と
、
沼
か
ら
神
（
海
獣
？
）
が
現
れ
美
し
い
男
に
な
っ
た
。
二
人

は
楽
し
み
、
や
が
て
男
は
水
に
帰
り
、
妻
は
家
に
帰
っ
た
。
こ
う
し

て
密
会
を
続
け
た
が
、
あ
る
と
き
突
然
夫
が
現
れ
て
男
に
銛
を
投
げ

た
。
銛
は
突
き
刺
さ
り
、
男
は
水
に
逃
げ
た
。
夫
は
妻
を
殴
っ
て
置

い
て
帰
っ
た
。
女
は
家
に
帰
っ
た
が
、
男
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
、

着
飾
っ
て
沼
に
行
く
。
水
に
飛
び
込
み
、
水
中
を
歩
い
て
対
岸
に
出
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る
と
洞
窟
が
あ
っ
た
。
中
で
は
男
が
苦
し
ん
で
い
る
。
彼
女
は
男
の

手
当
て
を
し
、や
が
て
傷
が
癒
え
る
と
結
婚
し
て
暮
ら
し
、年
を
と
っ

て
死
ん
だ
。［
北
原
次
郎
太
ほ
か
編　

二
〇
〇
三
］

　

⑭ 

（
参
考
：
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
）
美
し
い
女
が
い
た
。
完
璧
な
女
性
だ
っ

た
。
求
婚
者
が
来
た
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
「
悲
し
い
結
果

だ
。
私
自
身
も
美
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
嫌
わ
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
嘆
い
た
。
女
は
海
へ
行
っ
た
。
す
る
と
ア
ザ
ラ
シ
が
上
陸
し

て
美
し
い
男
性
に
変
身
し
た
。
女
は
「
お
前
を
夫
に
す
る
。
顔
の
美

し
い
男
と
結
婚
し
た
い
」
と
言
っ
た
。
二
人
で
男
性
の
実
家
で
老
婦

人
と
暮
し
た
。
老
婦
人
は
「
獲
物
を
獲
り
に
い
き
な
さ
い
」
と
言
う
。

だ
が
彼
は
ト
ナ
カ
イ
が
獲
れ
ず
、
妻
に
は
イ
ト
ウ
を
食
べ
さ
せ
た
。

や
が
て
女
の
子
が
生
ま
れ
た
。
彼
女
は
成
人
す
る
と
村
で
人
間
と
結

婚
し
た
。
人
間
の
夫
は
ト
ナ
カ
イ
を
妻
と
妻
の
親
族
に
食
べ
さ
せ
た
。

ア
ザ
ラ
シ
の
夫
は
「
獲
物
を
獲
る
力
が
な
い
」
と
な
じ
ら
れ
て
家
を

出
て
、
別
の
家
で
老
人
と
暮
ら
す
。
や
が
て
老
人
は
死
に
、
自
分
も

腹
痛
で
死
ん
だ
。［
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ　

一
九
〇
八
］

　

⑮ 

（
参
考
：
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
）
一
人
の
女
と
男
が
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
。
彼
の
女
き
ょ
う
だ
い
は
自
分
の
刺
繍
を
広
げ
て
刺
繍
し
て

い
た
。
彼
女
の
男
き
ょ
う
だ
い
は
ク
ロ
テ
ン
猟
に
行
っ
て
い
た
。

そ
ち
ら
の
川
の
方
へ
自
分
の
船
を
引
き
上
げ
た
。
そ
の
そ
ば
に
座
っ

た
。
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
。
火
打
石
で
火
を
お
こ
し
た
。

　
　
　

 

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
川
に
沿
っ
て
上
流
へ
上
っ

た
。
三
匹
の
ク
ロ
テ
ン
を
殺
し
た
。
川
に
沿
っ
て
下
流
に
下
り
た
。

二
匹
の
ク
ロ
テ
ン
を
殺
し
た
。
大
き
な
太
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
が
氷
の

上
に
這
い
出
し
て
き
て
、
横
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
近
づ
い
て
、

頭
を
叩
い
た
。
わ
き
腹
を
足
で
蹴
と
ば
し
た
。

　
　
　

 

船
を
引
っ
張
っ
て
水
に
下
ろ
し
た
。
後
ろ
に
屈
み
こ
ん
で
、
前
に

屈
み
こ
ん
だ
。
船
を
操
船
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
。
船
が
速
く
進

ん
だ
の
で
、
海
は
泡
だ
っ
た
。
船
を
岸
に
引
き
上
げ
た
。
自
分
の
ク

ロ
テ
ン
を
取
り
出
し
た
。
上
か
ら
棚
に
投
げ
込
ん
だ
。
家
に
入
っ
た
。

彼
の
女
き
ょ
う
だ
い
は
自
分
の
刺
繍
を
た
た
ん
で
、
外
へ
出
た
。

　
　
　

 

毛
皮
を
脱
い
で
、
太
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
が
海
か
ら
出
て
き
た
。
銅
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
し
て
女
性
に
変
身
し
、
家
に
入
っ
た
。
男
は
横

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
女
性
は
獲
物
を
持
っ
て
き
た
。
そ
し
て
煮

た
。
男
き
ょ
う
だ
い
は
、一
尋
（
ひ
ろ
）
歩
い
て
進
み
、家
を
出
た
。

彼
女
は
そ
の
女
性
と
一
緒
に
食
事
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
肉
を
ひ
っ

ぱ
り
あ
げ
て
大
き
な
食
器
に
入
れ
た
。
切
っ
て
入
れ
た
。「
食
べ
な

さ
い
！　

あ
ん
た
、
一
人
だ
け
食
べ
よ
う
と
し
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
？　

い
い
女
が
料
理
し
た
と
し
て
、
私

は
食
べ
た
だ
ろ
う
。
悪
い
女
が
料
理
し
た
と
し
て
、
私
は
食
べ
た

だ
ろ
う
」。
大
き
な
お
茶
碗
に
炊
い
た
穀
物
を
よ
そ
っ
た
。
み
な
食

べ
た
。
袋
を
一
つ
棚
か
ら
取
り
出
し
て
て
、
煮
た
。
み
な
食
べ
た
。

ア
ザ
ラ
シ
の
女
性
は
外
へ
出
て
行
っ
た
。腹
が
裂
け
て
死
ん
だ
。［
ピ

ウ
ス
ツ
キ　

二
〇
〇
三
］
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資
料
５
「
エ
イ
と
の
異
類
婚
譚
」

　

⑯ 

（
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
北
部
）
は
じ
め
の
人
間
が
ル
イ
村
に
い
た
。
彼

は
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
チ
ャ
グ
ム
ク･

チ
ョ
を
釣
る
と
、
性
交

し
て
海
に
放
し
た
。
そ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
。
夏
に
な
る
と

チ
ャ
グ
ム
ク･
チ
ョ
は
男
の
子
を
産
ん
で
海
辺
に
置
き
去
り
に
し

た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
人
が
村
で
話
し
た
。
父
親
が
こ
っ
そ
り
海

辺
に
来
た
。
小
屋
を
建
て
て
そ
こ
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
し

た
。
夢
に
魚
が
現
れ
「
誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
子
ど
も
を
育
て
よ
。

魚
も
獣
も
た
く
さ
ん
と
れ
る
だ
ろ
う
」
と
話
す
。
魚
も
獣
も
た
く

さ
ん
獲
れ
、
一
年
で
男
の
子
は
成
人
す
る
。
彼
は
日
本
の
刀
を
持
っ

て
狩
に
行
き
、
ク
マ
を
た
く
さ
ん
殺
し
た
。
あ
る
日
彼
は
巨
大
な

ク
マ
を
取
り
逃
が
す
。
夢
に
傷
を
負
っ
た
山
の
人
が
現
れ
、
決
闘

を
求
め
る
。彼
ら
は
決
闘
す
る
。チ
ャ
グ
ム
ク
の
子
は
刀
が
抜
け
ず
、

素
手
で
戦
う
。
丸
一
日
格
闘
し
て
二
人
と
も
死
ん
で
横
た
わ
っ
た
。

［
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ　

一
九
〇
八
］

　

⑰ （
ニ
ヴ
フ
・
東
海
岸
中
部
）あ
る
男
が
見
た
こ
と
も
な
い
魚
を
釣
っ
た
。

男
は
魚
と
性
交
す
る
と
海
へ
投
げ
た
。
魚
は
人
間
の
子
ど
も
を
産

ん
だ
。
子
ど
も
は
成
長
す
る
と
父
を
探
し
に
出
た
。
あ
る
日
男
の

と
こ
ろ
に
立
派
な
若
者
が
来
て
カ
ス
ベ
（caxm

uk

）
の
子
だ
と
名

乗
っ
た
。
男
は
す
ぐ
に
自
分
の
子
だ
と
悟
っ
た
。
若
者
は
何
で
も

上
手
だ
っ
た
。
あ
る
晩
、
新
問
の
河
岸
の
山
上
か
ら
音
が
す
る
の

で
若
者
は
見
に
行
っ
た
。
二
人
の
男
が
刀
鍛
冶
を
し
て
い
た
。
近

く
に
は
天
か
ら
ヒ
モ
が
下
が
っ
て
い
た
。
若
者
が
刀
を
一
本
つ
か

む
と
気
絶
し
た
。
気
づ
く
と
男
た
ち
は
消
え
て
い
た
。
刀
は
手
に

残
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
川
に
化
物
が
出
た
。
彼
が
魚
皮
衣
を
着
て

川
を
渡
る
と
、
何
か
が
頭
に
松
明
を
つ
け
て
や
っ
て
き
た
。
彼
は

切
り
つ
け
る
と
気
絶
し
た
。
気
が
つ
く
と
刀
は
血
だ
ら
け
だ
っ
た
。

彼
は
東
海
岸
で
一
ヶ
所
、
西
海
岸
で
二
ヶ
所
の
渡
河
場
所
で
化
物

を
退
治
し
た
。
そ
の
刀
は
今
で
も
ど
こ
か
の
ア
イ
ヌ
人
の
家
に
あ

る
。［
服
部
ノ
ー
ト　

整
理
番
号
Ｔ
三
九
六
・
三
五
］

　

⑱ 

（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
・
西
海
岸
）
厳
し
い
タ
ブ
ー
で
は
な
い
が
、
普
通

は
カ
ス
ベ
を
食
べ
な
い
。
こ
の
魚
と
結
び
つ
い
た
話
の
せ
い
で
あ
る
。

昔
あ
る
男
が
カ
ス
ベ
と
性
的
な
関
係
を
持
っ
た
。
こ
の
魚
の
性
器
が

人
間
の
女
も
の
と
よ
く
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
係
か
ら
美

し
い
少
年
が
生
ま
れ
、
何
年
も
経
っ
て
か
ら
こ
の
男
の
と
こ
ろ
へ
自

分
の
こ
と
を
知
ら
せ
に
現
れ
た
。［
オ
オ
ヌ
キ　

一
九
七
四
］

　

⑲ 

（
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
・
西
海
岸
）
東
海
岸
マ
ー
ヌ
イ
の
ア
イ
ヌ
人
た

ち
が
、
ト
ト
ロ
ポ
ホ
ケ
山
の
頂
上
か
ら
音
が
す
る
の
を
聞
い
て
見

に
行
っ
た
。
す
る
と
、
キ
ツ
ネ
の
尻
尾
を
生
や
し
た
美
し
い
男
た

ち
が
、
鉄
鍛
冶
を
し
て
い
た
。
人
々
が
大
声
を
あ
げ
る
と
、
男
た

ち
は
驚
い
て
、
鉄
鍛
冶
道
具
、
刀
、
さ
や
な
ど
を
置
い
て
逃
げ
た
。
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鉄
鍛
冶
を
キ
ツ
ネ
の
神
で
あ
る
フ
ー
レ
・
カ
ム
イ
（「
赤
い
神
」）

か
ら
学
ん
だ
起
源
で
あ
る
。［
オ
オ
ヌ
キ　

一
九
七
四
］
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知
里
真
志
保
「
説
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掌
編
集
」『
知
里
真
志
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著
作
集
』
第
二
巻　

一
九
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凡
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初
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樺
太
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イ
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の
説
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一
）」『
北
方
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五
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健
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収
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Ｂ
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Ｂ
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》
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風
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山
本
祐
弘
『
北
方
自
然
民
族
民
話
集
成
』
一
九
六
八　

相
模
書
房

注（
1
）	

サ
ハ
リ
ン
方
言
あ
る
い
は
「
サ
ハ
リ
ン
東
方
言
」
と
も
よ
ば
れ
る
。

（
2
）	

ア
ム
ー
ル
方
言
と
も
よ
ば
れ
る
。
な
お
、
サ
ハ
リ
ン
島
北
部
西
海

岸
の
西
方
言
は
「
サ
ハ
リ
ン
西
方
言
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
3
）	

本
稿
は
日
本
口
承
文
芸
学
会
第
36
回
研
究
大
会
の
発
表
稿
を
も
と

に
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
五
日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ

た
定
例
研
究
会
「
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
も
発
表
し
、
田
村
将
人
氏

は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
結
果
で
も

あ
る
。
こ
こ
で
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

（
4
）	

近
年
で
は
荻
原
眞
子
、
藤
村
久
和
、
丹
菊
逸
治
な
ど
が
注
目
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
こ
の
類
似
は
「
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に

お
け
る
北
方
的
要
素
」
と
し
て
漠
然
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

（
5
）	

村
崎
恭
子
は
、
半
神
半
人
の
英
雄
ヤ
イ
レ
ス
ー
ポ
を
騙
し
て
懲
ら

し
め
ら
れ
た
カ
ラ
ス
た
ち
が
賠
償
に
何
を
支
払
う
べ
き
か
相
談

し
て
い
る
う
ち
に
、
ヤ
イ
レ
ス
ー
ポ
に
急
襲
さ
れ
て
射
殺
さ
れ

る
、
と
い
う
西
海
岸
ア
イ
ヌ
の
伝
承
を
採
録
し
て
い
る
［
村
崎　

一
九
八
九
：
一
〇
八
―
一
一
〇
］。

（
6
）	

た
だ
し
、
東
海
岸
中
部
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
で
は
シ
ャ
マ
ン
が
好
ん

で
変
身
す
る
姿
が
ト
ド
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
ト
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ド
は
特
殊
な
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）	

荻
原
眞
子
は
シ
ャ
チ
信
仰
が
ア
ム
ー
ル
・
サ
ハ
リ
ン
・
北
海
道
、

さ
ら
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
部
沿
岸
か
ら
ア
メ
リ
カ
北
西
海
岸
に

広
が
っ
て
い
る
（
ニ
ヴ
フ
の
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
）［
荻
原　

一
九
九
六
：
二
六
三
］
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
に
か
ん

す
る
限
り
、
北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン
と
も
シ
ャ
チ
信
仰
と
結
び
つ
い

た
話
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
ニ
ヴ
フ
に
お
い

て
は
シ
ャ
チ
と
の
結
び
つ
き
は
弱
い
よ
う
に
見
え
る
。

（
8
）	

口
承
文
学
中
の
登
場
人
物
。
異
国
の
有
力
者
ら
し
い
。

（
9
）	

サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
の
伝
承
に
は
他
地
域
に
く
ら
べ
大
き
く
変
形
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
例
が
他
に
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

（
10
）	

ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
け
る
「
カ
ム
イ
＝
神
＝
動
物
」
が
比
較
的

同
質
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
に
お

い
て
は
「
神
（
ウ
ズ
ン
）」
と
「
動
物
（
ン
ガ
）」
は
異
な
る
存
在

で
あ
る
［
丹
菊　

二
〇
一
〇
：
一
二
八
］。

（
11
）	

資
料
に
は
ほ
ぼ
同
じ
類
話
を
除
き
二
例
の
み
示
し
た
。

（
12
）	

エ
イ
と
の
異
類
婚
譚
に
か
ん
す
る
連
続
性
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論

じ
た
［
丹
菊　

二
〇
〇
九
］。
ま
た
刀
の
入
手
に
か
ん
す
る
部
分
を

類
話
と
み
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
七
～
九

日
に
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
の
サ
ハ
リ
ン
州
博
物
館
で
行
わ
れ
た

「
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
生
誕
百
五
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
発
表
「
ニ
ヴ
フ
と
ア
イ
ヌ
の
口
承
伝
承
の
相
互
影
響
」
で

示
し
た
。

（
13
）	

暗
闇
の
中
で
火
を
と
も
し
て
近
づ
い
て
く
る
化
物
を
退
治
す
る

場
面
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
資
料
の
第
五
話
に
あ
る
［
ピ
ウ
ス
ツ
キ　

一
九
一
二
：
七
六
―
八
五
］。

（
14
）	

ピ
ウ
ス
ツ
キ
資
料
の
第
二
話
［
ピ
ウ
ス
ツ
キ　

一
九
一
二
：
四
五
―

五
八
］
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
藤
村
久
和
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
藤

村　

一
九
八
三
：
一
三
三
］。

（
15
）	

シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
、
ク
レ
イ
ノ
ヴ
ィ
チ
ら
が
言
及
し
て
い
る

［
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ　

一
九
〇
八
：
二
二
六
―
二
二
七
］［
ク
レ
イ

ノ
ヴ
ィ
チ　

二
〇
〇
一
：
九
三
］。

（
16
）	

高
橋
盛
孝
に
よ
れ
ば
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
の
ニ
ヴ
フ
民
族
に
は

他
地
域
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
［
高
橋　

一
九
四
二
：
三
、一
六
七
な
ど
］。
ル
イ
以
外
の
氏
族
は
東
海
岸
か

ら
移
動
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）	

松
浦
茂
は
一
七
四
二
年
の
キ
ジ
事
件
以
降
、
ア
ム
ー
ル
地
方
の
商

人
の
サ
ハ
リ
ン
島
で
の
交
易
ル
ー
ト
が
東
海
岸
か
ら
西
海
岸
に
う

つ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
［
松
浦　

二
〇
〇
六
：
二
一
三
］。

こ
の
こ
と
が
東
西
の
交
流
を
う
な
が
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
18
）	

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
は
古
く
か
ら
の
交
友
関
係
、
親
族
関
係
を
利
用

し
て
宿
泊
し
な
が
ら
移
動
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

（
た
ん
ぎ
く
・
い
つ
じ
／
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）


